
 

 

 

秋も深まり，吹く風もだんだんと冷たくなってきました。元気に毎日を過ごすためには， 

食事・睡眠・運動が大切です。生活リズムを整えて，寒い冬に備えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地産地消とは，地域で生産されたものを地域で消費する（買ったり食べたり） 

ことをいいます。地産地消には，作っている人が分かり安全・安心，値段が安 

い等の利点があります。茨城県は平成２７年度農業産出額全国２位を誇り，人口 

の多い東京都の食生活を茨城の青果物が支えています。    

給食では下妻市産の水菜・きゅうり・チンゲンサイ・白菜・豚肉等を積極的に使用しています。

特に 11月は「地産地消強化月間」として，これらの食材を多く取り入れています。 

 

 
 

 

 

   

 

 

 

 

 

平成 29年 11月号 

下妻市立下妻中学校 

食事のあいさつの意味 

給食だより 

平成 25年に「和食；日本人の

伝統的な食文化」が，ユネスコ無

形文化遺産へ登録決定し，話題

になりました。ここでいう「和

食」とは，“自然を尊重する心”

に基づいた，食べることに関す

る日本人の習わしであり，右の

４つが特徴として挙げられてい

ます。 

 旬のだいこんは甘みが増し，一段とおいしくな

ります。おでんや煮物に最適です。 

だいこん 
 

 ねぎは体を温める作用があります。独特のに

おいが肉や魚の臭みを消します。 

ねぎ 

 

給食では旬の食材を使った和食を中心に，行事

食や郷土料理を献立に取り入れています。 

世界に誇る，日本人の伝統的な食文化「和食」 

 「いただきます」は，「頂（戴）く」から
生まれた言葉です。「頂く」は大切な物を頭

の上（頂：いただき）にあげて受け取るこ

とからきており，「もらう」の謙譲語として

使われています。「いただきます」には，私

たちが生きるために，動植物の大切な命を

いただくことへの感謝と，多くの人たちの

おかげで食事ができることへの感謝の気

持ちが込められています。 

 「ごちそうさま」は，漢字で書くと「御

馳走様」です。「馳走」とは「駆け走る」と

いう意味です。昔は，人をもてなすために

方々を駆け回って材料を集め，食事を準備

していたことから，その心遣いや量力への

感謝を表す言葉として生まれました。生産

者や調理をする人など，食事に関わるすべ

てに人たちへの感謝の気持ちが込められ

ています。 


